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市内の集団感染の発生状況と傾向

令和6年以降は感染性胃腸炎（ノロウイルスなど）の集団
感染が急増

高齢者施設では特に新型コロナの集団感染が多い



感染とは

病原体が身体の中に入り、増殖して様々な症状を引き起

こすこと



感染の3要素

宿主
高齢者等 抵抗力が低
い人はかかりやすい

感染経路
空気・飛沫・接触等で

拡がる

感染源
病原体は目に見えない
ため常に注意が必要

感染源である
病原体をなくす

感染経路を
遮断する

人の免疫力をあげる
(予防接種等)



感染の3要素

宿主
高齢者等抵抗力が低い
人はかかりやすい

感染経路
空気・飛沫・接触等で

拡がる

感染源
病原体は目に見えない
ため常に注意が必要

感染源である
病原体をなくす

感染経路を
遮断する

人の免疫力をあげる
(予防接種等)

全部そろうと感染成立



感染対策の基本

① 感染しない：自分も入居者も感染しない

② 感染させない：入居者を感染させない

③ 持ち込まない：施設内、フロア内、室内に感染を持ち込まない

④ 拡げない：施設内、フロア内、室内の感染を拡げない



標準予防策とは (スタンダードプリコーション)

感染の有無に関わらず、汗を除くすべての体液(血液・唾液・

分泌物(痰など)・嘔吐物・排泄物(尿・便)・創傷皮膚・粘膜等)

は感染源となるため、いつも感染する危険性があるものとして

取り扱うこと



汗を除くすべての体液とは

■血液

■唾液

■分泌物(痰など)

■排泄物(尿・便)

■創傷のある皮膚
(手荒れや皮膚病変を含む)

■すべての粘膜
(口腔・鼻腔・結膜・
肛門・尿道口・膣など)

■嘔吐物



標準予防策ができれば・・・

★介護する職員から利用者への感染を防ぐことができる

★利用者から介護する職員への感染を防ぐことができる

★利用者の病原体が、介護する職員を介して、別の利用者へ

拡がることを防ぐことができる



標準予防策はいつ行うのか

どの利用者に対しても、どのような場面においても実施

します！

■汗を除くすべての体液に曝露する場合

または曝露の可能性がある場合

■粘膜や創傷のある皮膚に接触する場合



標準予防策の概要

■手指衛生

■個人防護具

■呼吸器衛生・咳エチケット

■患者の配置

■患者ケアに使用した

機器・器具/器材の管理

■環境の整備

■リネンの取り扱い

■安全な注射手技

■腰椎穿刺時の感染対策

■針刺し・切創/

皮膚・粘膜曝露予防



手指衛生とは

手指消毒や石けんと流水による手洗いを行うことにより、手指

の微生物数をできる限り減らすこと

手指衛生は感染対策の基本です！



手指衛生の方法

手指消毒

目に見える汚れがないとき

・目に見える汚れがあるとき

・アルコール消毒が効かない

微生物が付着しているとき

→ノロウイルスなど

・必ず石けん＋流水で実施

手洗い



市内の
感染性胃腸炎
発生状況

小樽市ホームページから抜粋
（令和8年1月23日時点）



手洗いで汚れが残りやすい部位



手指衛生5つのタイミング



5つのタイミング 具体的な場面
■患者に触れる前

・握手の前 ・移動など介助の前 ・入浴や清拭の前

・バイタルサイン測定前 ・触診・聴診の前

■清潔・無菌操作の前

・口腔ケアの前 ・吸引の前 ・損傷皮膚のケアの前

・創部ドレッシングを行う前 ・カテーテル挿入、血管確保の前

・食事・投薬・ドレッシング剤の準備の前



5つのタイミング 具体的な場面
■体液に曝露された可能性のある場合

・口腔ケアの後 ・吸引の後 ・損傷皮膚のケアの後

・液体検体の採取および処理をした後

・尿・便・吐物を除去した後や汚物の処理をした後

■患者に触れた後

・握手の後 ・移動など介助の後 ・入浴や清拭の後

・バイタルサイン測定後 ・触診・聴診の後



5つのタイミング 具体的な場面

■患者周囲の物品に触れた後

・ベッドやリネン交換の後 ・点滴速度調整の後

・ベッド柵をつかんだ後 ・オーバーテーブルを清掃した後



個人防護具

手袋やガウンなど感染症を引き起こすおそれのある微

生物から身を守るために着用するもの



個人防護具は目的に応じて使い分け

汗を除くすべての体液

手が汚染

手袋

体が汚染
（衣服や体幹部）

顔の粘膜が汚染

ガウン
エプロン

マスク、ゴーグル
など

目・鼻・口の防御



個人防護具の着用と外し方のポイント
■必要なときに着用

■処置が終わればその場で外す

■利用者ごとに交換

■着脱前後に手指衛生を実施



□ 誰が
□ どんな個人防護具を着て
□ どのような対応をするのか

決まっていますか？

利用者がホールで食事中に
突然嘔吐したとき・・・



日頃からの準備が大切です！

特に感染拡大が起こりやすい「呼吸器症状」「嘔吐・下痢
症状」には注意が必要

施設内で情報共有しましょう

誰が第一発見者になっても同じ対応ができるよう、報告・
連絡・相談の仕組みやルールを把握しましょう



嘔吐時の対応

☑詳細は小樽市ホームページをチェック♪
https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2020101700065/



小樽市ホームページ

市内の感染症発生状況や
流行している感染症が
わかります



小樽市ホームページ

感染性胃腸炎の集団感染が
わかります

保健所のホームページを
ぜひご覧ください

「小樽市」「感染症」で検索♪


